
 
 
 

 

早稲⽥⼤学学則第 18 条により、学部卒業単位へのオンライン科⽬の算⼊上限が定められていますが、2020-2021 年度

に修得した全てのオンライン科⽬の単位については、コロナ禍における特例として上記上限からは算⼊除外されておりま

した。 

2022 年度以降は、シラバスの授業⽅法区分に【オンライン】と記載のある科⽬は、上記上限に算⼊されますのでご注意

ください。 

 

ただし、オンライン科⽬であってもシラバスの授業⽅法区分に【⾮常時】と記載のある科⽬は、コロナ禍における特例と

して引き続き上記上限からは算⼊除外されます。 

法学部では通常時、すべての科⽬を対⾯で実施しておりますが、コロナ禍においてやむなく語学を中⼼に⼀部【⾮常時】

のオンライン科⽬を設置しています。 

※【⾮常時】と記載のある科⽬において、対⾯授業が実施可能となった際は、学期途中であっても授業⽅法が対⾯へ変更

される可能性があります。 
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（ご参考）早稲⽥⼤学学則 抜粋 

第 14 条 本⼤学は、⽂部科学⼤⾂が別に定めるところによって、前条に規定する講義、演習、実験、実習または実技に

よる授業を、多様なメディアを⾼度に利⽤して、当該授業を⾏う教室等以外の場所で履修させることができる。 

第 18 条 各教授会は、第 14 条に規定する授業によって修得する単位を、各学部における卒業に必要な単位数から 64

単位を除いた単位数を上限として、卒業に必要な単位とすることができる。 


